
吉田 誠

宇宙航空研究開発機構 宇宙輸送ミッション本部

JAXA角田宇宙センターにおける
将来宇宙輸送に対する取り組み
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平成２６年１月１６日 第８回宇宙政策セミナー（仙台）
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推進技術の研究開発

・液体ロケットエンジン技術

・将来推進系技術

・高エンタルピー技術

筑波宇宙センター
(TKSC)

田代試験場
(MHI) 

宇宙輸送系推進技術研究開発センター

エンジン研究開発グループ
( 一部 筑波)
先進技術研究グループ

角田宇宙センター

角田宇宙センター

管理課

技術安全課

JAXA 角田宇宙センター

鹿児島宇宙センター
(種子島 ＆ 内之浦)

宇宙輸送ミッション本部

相生試験場
(IHI) 

能代試験場
(ISAS) 
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・面積:   1.729 km2   

・人員:  JAXA 72  ( 研究・開発 56 ) , 合計 188  (協力会社を含む) 

西地区
927,000 m2

東地区
802,000 m2

N

Public Road

JAXA 角田宇宙センターの概要
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1st stage engine                           FTP                                          OTP         

LE-7A（１段エンジン）
LH2 ターボポンプ (FTP)

• FETSで３３３回の試験を実施

• ２００２年のH−２ ８号機の事故対策で、FTPのインデューサを改良

• LE-X FTP の試験を２０１２年から開始予定

 LOX ターボポンプ (OTP)
• OTTSで２８０回の試験を実施

角田宇宙センター研究開発の実績（Ｈ－２Ａ/２Ｂ）

LE-5B（２段エンジン）

LE-5Bの開発試験、受入試験をHATSで実施

• ２段エンジの性能評価試験をHATSで実施（高度３０km
相当）

• 試験回数：４５０回以上

Ｈ－２Ａロケット
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角田宇宙センター研究開発の実績（要素研究）

水による可視化試験 液体窒素での可視化試験.
(T=306 K)                     (T=79 K)

ターボポンプの研究 （キャビテーション、軸受）

Hope-X model

高エンタルピ流の研究
ラム／スクラムジェットエンジン研究

燃焼器の研究（燃焼安定性）



6

これから目指す宇宙輸送システム

現在

近い将来（５～２０年後）

少し先の将来（２０～３０年後）

・再使用
・高速２地点間輸送

完全再使用型軌道往還システム
・エアブリーザー（空気利用）



～５年 新型基幹ロケットの開発

液体酸素ターボポンプ (OTP)液体水素ターボポンプ (FTP)

LE-X
技術実証エンジン

〈市場で評価される実用に供するシステム〉 新規エンジンの特徴
・低コスト
・大推力
・高信頼化
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高速２地点間輸送：
• 空気吸い込みエンジンを用いる。（エアブリーザ）
• 高度20～30kmで巡航または高度約60kmの弾道飛行後、
目的地へ着陸

宇宙旅行機：
• 繰り返し使用できる航空機のような機体
• 高度100kmの宇宙への安価な旅行の提供
• すでに民間で商業化

再使用観測ロケット：
• 垂直方向に加速し高度100km以上に到達、高

高度での科学実験、微小重力環境実験、輸送
系飛行試験などに活用

• 観測ロケットの利用希望者は多数

・ロケットの次の技術ターゲット ：
キーワード「再使用」と「空気利用」
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５～２０年 再使用化と空気利用
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近い将来の再使用ロケット・・・再使用観測ロケット

宇宙科学研究所のプロジェクト
（角田宇宙センターは推進系の研究開発に参加）

・性能目標：高度100km以上に100kgの
ペイロードを打ち上げ、発射点に帰還

・運用方法：最短1日2回打ち上げ、100回再使用
・運用コスト目標： 現行観測ロケットS-310の1/10

○観測ロケットのコスト削減
○観測ロケットの利用活性化
○再使用ロケットシステムの技術習得、運用技術の実証

頂点位置
高度100km
以上

推力上昇

慣性飛行 滑空

転回

着陸

エンジン燃焼停止

エンジン再着火

打上

頂点位置

角田でエンジン試験進行中！
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２０～３０年後の将来宇宙輸送システム

20年後以降（2030～）の将来宇宙輸送システム

再使用型TSTO軌道往還システム

レファレンスシステムを設定
技術課題の抽出 要素研究 技術実証 開発（実現）

～２０１７

当面の目標

軌道投入高度 350km
乗員乗客数 8名
酸化剤 液体酸素
燃 料 炭化水素系燃料（常温液体）

→運用性、低毒性、環境適合性
→エタノール（第一候補）

段 数 2段（TSTO）



アメリカでの飛行実証 スクラムジェットでマッハ１０！

ここについてます

ペガサスロケットで加速中のX43A

X43A
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CAMUIロケットを利用した
エジェクタ飛行実験

日本でも頑張っている会社があります


